
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもを真ん中に、学校・保護者・地域と「つながる」「３Y」通信 

 

個別面談どうぞよろしくお願いいたします。 

～３つの観点に基づく個別指導計画（目標）について～ 

矢口ニュース 

やってみよう・やさしくげんきに・やりぬこう 

 

令和８年９月 25日（金）No.25 

学校内外の様子を、「やってみよう！」「やさしく、げんきに」「やりぬこう！」

のテーマを中心に、よりタイムリーに発信していきます。 

 

矢口ニュース No.６（５月 13日発行）でもお伝えしましたが、今年度の個別指導計

画は、文部科学省の学習指導要領に基づき、教科ごとに「知識及び技能」「思考力、

判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の３つの観点で目標を記載してい

ます。（評価は「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」で記載） 

個別面談では前期に努力してきたこと（評価）を振り返り、後期にさらに取り組み

たいこと（目標）を共有し、子供たちの「できた（知識及び技能）」「分かって活用で

きた（思考力、判断力、表現力等）」「もっとやってみよう！（学びに向かう力）」の

３つの観点をバランスよく育む授業を心掛けていきます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

文部科学省ホームページより 

① 知識及び技能 
身に付けたい知識及び技能 

 

②思考力、判断力 
表現力等 
上記①を「分かって活用する力」 

③学びに向かう力、
人間性等 
家庭や地域でも 
「やってみよう」とする力 

個別指導計画・国語の目標例 
（道徳、日常生活の指導、自立活動以外を３観点で表記しています） 



 

①知識・技能 
ビー玉を 1 つずつ入れることがで

きた。教員と数えられた。 

 

 

①知識・技能 
ビー玉を 1 つずつ入れることがで

きた。教員と数えられた。 

 

③主体的に学習に取り組む
態度 
上記①②を「やってみよう」と取り組

むことができた。もっとやりたいと表

現している。 

②思考・判断・表現 
上記①を生かしごっこ遊びの中でも

「分かって活用できた」 

①知識・技能 
ビー玉を 1つずつ入れることができた。

教員と数えられた。 

 

②思考・判断・表現 
左記①を生かし、ごっこ遊びの中でも 

「分かって活用できた」 

③主体的に学習に取り組む態度 
左記①②を「やってみよう」と取り組むこと

ができた。もっとやりたいと表現している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矢口特別支援学校ホームページ                     矢口特別支援学校公式 X  

https://yaguchi-sh.metro.ed.jp/site/zen/entry_0000037.html     https://x.com/yaguchitokushi 

～３つの観点に基づく個別指導計画（評価）について～ 

「できた」、「分かった」、「もっとやってみよう」とする力の育成を目指して 

 
３つの観点での目標に対し、評価は「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に

取り組む態度」で記載しています。前期に取り組んできたことを全て記載することはできな

いのですが、その中でも特に達成できたこと、努力できたことを記載しています。  

学校や教室で「できる（知識・技能）」だけではなく、学校で学んだことを家庭や地域でも

生かすことができるよう、学んだ知識・技能を「分かって活用できる力（思考・判断・表

現）」、家庭や地域でも「やってみよう」とする力（主体的に取り組む態度）」の育成を目指し

て評価を記載しています。 

 

 

 

個別指導計画・算数の評価例 
（道徳、日常生活の指導、自立活動以外を３観点で表記しています） 

「できた」、「分かった」、「もっとやってみよう」のイメージ図 

地域・家庭生活でも「やってみよう」とする力へ 

イラストは Microsoft copilotで作成 
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https://yaguchi-sh.metro.ed.jp/site/zen/entry_0000037.html
https://x.com/yaguchitokushi

